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ワクチン接種緊急促進事業の継続を求める意見書の提出について 

 

ワクチン接種緊急促進事業の継続を求める意見書を別紙のとおり提出する

ものとする。 

 

平成２３年１２月１４日提出 

 

秦野市議会文教福祉常任委員会 

委員長 神 倉 寛 明  

  

提案理由 

平成２３年度末で終了するワクチン接種緊急促進事業を予防接種の定期接種

化が実現するまで継続するよう、国に意見書を提出するものであります。 



ワクチン接種緊急促進事業の継続を求める意見書 

 

ワクチン接種緊急促進事業については、国が平成２２年度補正予算に計上し

て以降、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの

公費による接種が実施されているが、平成２４年度以降については予算措置が

講じられておらず、現状のままでは、平成２３年度末で事業は終了することと

なる。 

 しかし、同事業が終了となった場合、対象者が年度内に接種を完了できない

可能性が生じ、短期間で終了することは、市民にとって不公平となる。 

また、公費による予防接種事業を市単独の予算で継続することは、多額の事

業費を必要とするため財政的に大変厳しい。 

 現在、厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会において、これらのワクチ

ンを含めた必要な予防接種の定期接種化について検討されているが、現時点で

は実現の見通しが立っておらず、予防医学の観点からも定期接種化されるまで

は同事業を継続すべきである。 

したがって、国においては、平成２３年度末で終了するワクチン接種緊急促

進事業を予防接種の定期接種化が実現するまで継続するよう強く要望するもの

である。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

平成２３年１２月１４日 
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